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私は一つのことを主に願った。

私はそれを求めている。私のいの

ちの日の限り、主の家に住むこと

を。主の麗しさを仰ぎ見、その宮

で、思いにふける、そのために。 

2017/10/16(月) 

エゼキエル 25 章 
きみは自分が苦手だと思う人に、どんな態

度をとっているかな？？ 

南王国ユダの周辺にある国々は、時には友

好関係を結びながらも、心の内ではイスラ

エルを敵と思い、イスラエルの国が弱った

時にそれを喜び、それを復讐の機会とした

んだ。神様は、互いに愛し合うこと、敵を

愛し祈ることを願っているけど、全く反対

のことをユダの周辺の国々は企てたので、

神様の裁きがそれぞれに下ることが告げら

れたんだね。それは、神様こそ本当の主で

あることを皆んなが知って、神様が願って

いるように、皆んなが生きるようになるた

めなんだよ。 

チャレンジ！！自分にとって、苦手だと思

うな人も愛して、その人のために祈ろ

う！！ 

2017/10/17(火) 

エゼキエル 26 章 
自分の事だけ考えて、他の人の不幸を喜

んだことは無いかな？？ 

ツロという町は、陸上貿易と海上貿易両

方の玄関口として繁栄を誇っていたよ。

ツロは、経済的競争相手であるエルサレ

ムの滅亡を見て、あはは。とバカにして

喜び嘲ったんだ。ツロの町は、たくさん

の富によって高慢になって、自分達こそ

頂点にいて恐るものは何もないと神様

の地位に立ったんだ。神様は、そんなに

繁栄していたツロの町が地下の国にな

り、存在しないようになると言ったんだ

よ。そして、それは本当になったよ。 

自分のことだけ考えるのではなくて、尊

敬の文化を持って周りの人達を愛そ

う！！ 

2017/10/18(水) 

エゼキエル 27 章 
豊かに栄えた港町ツロが船にたとえら

れている。25 節までは、ツロが豊かに

なり、その繁栄を誇った高慢さが書かれ

ておる。西から東までの広い地域から一

級品の物資や優れた人材が集まり、ツロ

の繁栄の源となっていた。しかし、それ

ほどまでに素晴らしい船が難破し、海の

藻屑となる。滅亡するツロのあまりにも

哀れな姿に、哀歌が歌われた。 

ツロが滅びたのは、主から受けた恵みを

自分で手に入れたもののように自分を

誇ったからであった。 

主よ、私たちの一日を通して、神様の栄

光を現してくださっていることを見る

ことができるように 助けてください。 

2017/10/19(木) 

エゼキエル 28 章 
今日の箇所では、直接言及されていな

かったツロの高ぶりが示されている。

それは自らを神とする高ぶりである。

自分を神とすることは、自らの力を比

類なきものと考え、好き勝手にふるま

う横暴さということではなく、自分こ

そが正義だと考え、自らを絶対的な規

範とする生き方を意味している。 

神を恐れず、権力をふりかざし、自ら

を「知者だ、賢者だ、神だ」とする者

の最後は滅びである。 

高ぶっていること、ものはないだろう

か？ 

悔い改めよう。そして全ての領域を神

様に委ねよう！！ 

2017/10/20(金) 

エゼキエル 29 章 
エジプトに対するさばきが書かれていま

すが、エジプトの王である「パロが言っ

た」と表現している「私がこれを造った」

とあるように私達にも自分が造ったと思

ってしまう事はないだろうか？ 

全ての源は神様が創造したもので、それ

を知り感謝し神様の計画を成し遂げる為

の器として備える事が私達には必要で

す。 

私達はそれぞれ特別な賜物が与えられて

います。神様がそれを用いて大きな事を

成し遂げようとしています！ 

今日祈りの中で自分の努力で身についた

事や作り上げたものを神様に感謝しよ

う！ 

器として私を用いて下さいと祈ろう！ 

2017/10/21(土) 

エゼキエル 30 章 
エジプトがバビロンに負けて、エジプト

と手を組んでいた国も破壊され、滅んで

いく姿が描かれている。そして神様のこ

とばは確かに実現した。 

実際にエジプトを滅ぼし、人々を攻撃し

て、町を壊していったのはバビロンの王

様だけれど、それでもここでは「わたし

は（神様が自分のことを指す言葉）」が

繰り返されているね。それは、この滅び

を神様自身がなしているからなんだ。 

神様はすべてを治めている方、すべてを

滅ぼす方であり、すべてを与えてくださ

る方だ。 

神様の偉大さを見上げ、主の前にへりく

だろう。 

2017/10/22(日) 

エゼキエル 31 章 
今日の箇所は、エルサレムの陥落した月

からひと月前の預言です。陥落直前、エ

ルサレムはバビロン軍の包囲に怯え、頼

みの綱はエジプトからの援軍でした。本

来なら、神の民イスラエルが頼みとする

のは神様のみのはずですが、神様に背を

向けた南王国ユダはエジプトを頼みと

していました。それはエルサレムから遠

く離れたバビロンで捕囚となっていた

民も同じでした。しかしエゼキエルには

エジプト滅亡の預言が与えられました。 
私たちの頼みとしているのは何でしょ

う？ 

神様の救いの力を一番の頼みとしまし

ょう。 


